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Marital Relationships in the Third Trimester of Pregnancy and Related Factors
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School of Nursing, Sapporo City University
Abstract:The purpose of this study is to obtain a clear state of marital relationships and to examine the relevant factors 
related to marital relationships during the third trimester of pregnancy. The subjects of this study were 224 wives and 
177 husbands in the last phase of their first pregnancy. The research method used was a questionnaire. The contents of 
the questionnaire included their marital relationship (marital satisfaction, emotional relationship, marital consensus, 
joint actions, length of conversations, conversations on birth and raising the baby, household chores), the current 
condition of their marriage and pregnancy, and physical/mental conditions. The result of the marital satisfaction 
of husbands significantly higher than that of wives (p=.000). The emotional relationship between the husband and 
the wife scored highly. A rather substantial correlation was visible between marital satisfaction and the emotional 
relationship. (Wife: rs=.603, Husband: rs=.500) . Since the emotional relationship between the husband and the wife 
was related to these factors, it is thought to be important for the couple to have assistance to build on the emotional 
relationship between them. 



































































































































































































































































































人数 （％） 人数 （％）
 同居者
夫と二人暮らし 204 （91.1） 160 （90.0）
複合家族  15 （ 6.7）      14 （ 7.9）
夫と別居   5 （ 2.2）       3 （ 1.7）
 仕事
あり   62 （27.8） 175 （98.9）
なし  161 （71.8） 2 （ 1.1）
不明    1 （ 0.4） 0 （ 0.0）
 年収（万円/年）
収入はなかった 38 （17.0）       2 （ 1.1）
200以下 80 （35.7） 12 （ 6.8）
200‐400 未満 73 （32.6） 83 （46.9）
400‐600 未満 30 （13.4） 60 （33.9）
600‐800 未満  2 （ 0.9） 10 （ 5.6）
800以上  0 （ 0.0）       9 （ 5.1）
　　　不明  1 （ 0.4）  1 （ 0.6）
表 2 結婚と妊娠の状態
　 妻 （n=224） 夫 （n=177）人数（％） 人数（％）
  妊娠の時期
結婚前の妊娠  47　（21.0） 31 （17.5）
結婚後の妊娠 177　（79.0） 146 （82.5）
  子どもの希望
していた 185　（82.6） 152 （85.9）
していなかった   7　（ 3.1） 5 （ 2.8）
どちらでもよかった  31 （13.8） 20 （11.3）


























　質問紙を455 組の夫婦に配布し，妻 236 名（回収率
53％），夫190 名（回収率 43％）より回収した．そのうち夫
13 名（無回答2 名，妊娠週数が28週未満 11名），妻12 名（妊







の平均は妻 27.3 歳，夫 29.4 歳であった．妻の最終学歴は，
中学校4 名（1.8％），高校47名（21.0％），専門学校・短大
128 名（57.1％），大学・大学院 45 名（20.1％）であり，専門
学校・短大が最も多かった．夫の最終学歴は，中学校 3 名
（1.7％），高校47名（45.1％），高専・専門学校・短大 55 名
（31.1％），大学・大学院 70 名（39.5％），不明 2 名（1.1％）
であった．
　家族構成は，配偶者と二人暮し204 名（91.1％），複合家
族 15 名（6.7％），配偶者と別居 5 名（2.2％）であった．別
居の理由は，里帰り，夫の単身赴任，経済的理由が各々1名，
不明2 名であった．

































































妻 （n=224） 夫 (n=177)
人数 （％） 人数 （％）
健康状態
病気あり   46 （20.5）　 30 （17.0）




　不明 1 （ 0.4）　
自身の体調の変化や心配
あり 179 （79.9）　 47 （26.6）
なし 43 （19.2）　 127 （71.8）
不明 2 （ 0.9）　 3 （ 1.7）
配偶者の体調の変化や心配 　　　 
あり 68 （30.4）　 127 （71.8)
なし 103 （46.0）　 31 （17.5）
わからない 49 （21.9）　 17 （ 9.6）
不明 4 （ 1.8）　 2 （ 1.1）
2．夫婦関係を構成する8 要因の得点
1）結婚満足度（表 4）





















本研究の信頼度係数 Cronbach’s α 係数は，「配偶者からの
情緒的支援」妻 .83，夫 .82，｢配偶者への情緒的支援 ｣妻 
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妻 夫
平均値± SD pa 平均値± SD pa pb
妊娠前 現在 妊娠前 現在
結婚満足度　(範囲 1-5) 4.5 ± .6 4.5 ± .7 ns 4.8 ± .5 4.8 ± .5 ns .000
結婚の満足 4.5 ± .7 4.5 ± .7 ns 4.8 ± .5 4.8 ± .6 .046 .000
配偶者の満足 4.5 ± .7 4.5 ± .7 ns 4.8 ± .5 4.8 ± .4 ns .000
配偶者との関係の満足 4.5 ± .7 4.5 ± .8 ns 4.7 ± .6 4.7 ± .5 .038 .000
情緒的関係　（範囲 1-4）
配偶者への気持ちの伝達 3.4 ± .7 3.5 ± .6 .000 3.3 ± .7 3.3 ± .7 ns .005
配偶者からの情緒的支援 3.4 ± .6 3.4 ± .6 .041 3.4 ± .6 3.5 ± .6 ns ns
配偶者への情緒的支援 3.3 ± .5 3.3 ± .5 ns 3.4 ± .6 3.5 ± .5 .000 .001
a：妊娠前後の差（Wilcoxon の符号付検定）　　　　　　b：現在の妻と夫の差（Mann-Whitney 検定）
表 4 結婚満足度と情緒的関係
妻        夫
平均値± SD ｐa 平均値± SD pa pb
妊娠前 現在 妊娠前 現在
意見の一致度　（範囲 1-5） 4.1 ± .7 4.2 ± .6 ns 4.1 ± .8 4.2 ± .8 ns ns
家事の分担 4.1 ± 1.1 4.2 ± 1.0 .050 4.0 ± 1.3 4.2 ± 1.0 .000 ns
家計の取り扱い 4.3 ± 1.1 4.4 ± .9 .003 4.3 ± 1.1 4.4 ± 1.0 .033 ns
性生活 3.9 ± 1.2 3.5 ± 1.4 .000 4.0 ± 1.2 3.7 ± 1.3 .004 ns
自由な時間の過ごし方 4.2 ± .9 4.2 ± .9 ns 4.1 ± 1.0 4.2 ± .9 ns ns
親とのつきあい 4.1 ± 1.1 4.2 ± 1.0 .032 4.2 ± 1.0 4.3 ± .9 ns ns
妻の就労 4.3 ± 1.0 4.4 ± .9 ns 4.3 ± 1.0 4.4 ± 1.0 ns ns
大切だと思う目標や物事 4.1 ± 1.3 4.2 ± 1.1 ns 4.3 ± 1.0 4.4 ± .9 .017 .011
不一致時の対処　（範囲 1-5）
満足するような結論を
見つけようとする 4.2 ± .8 4.2 ± .9 ns
衝突を避けようとする 3.1 ± 1.3 3.7 ± 1.2 .000
自分の意見を通そうとする 3.1 ± 1.0 3.1 ± 1.2 ns





平均値± SD 平均値± SD pa
出産育児の会話　（範囲 1-4） 3.3 ±　.7 3.4 ± .7 ns
育児の会話 3.3 ±　.9 3.4 ± .8 ns
お腹を触る 3.4 ±　.9 3.5 ± .7 ns
出産の会話 3.3 ±　.8 3.4 ± .8 ns
会話時間　（範囲 1-4） 3.4 ±　.8 3.4 ± .8 ns
共同行動　（範囲 1-6）
一緒に夕食をとる 5.0 ± 1.3 5.2 ± 1.2 .039
一緒に趣味やレクリエーションを行う 3.1 ± 1.0 3.3 ± 1.5 ns





















ほぼ毎日 7( 3.1) 13( 5.8) 1(  .4) 1(  .4) 3(　1.3) 4(　2.3） 16( 9.0） 1( 0.6) 3( 1.7) 5( 2.8)
週に4‐5回 6( 2.7) 2(  .9) 2(  .9) 0(  .0) 6(　2.7) 6(　3.4） 4( 2.3) 3( 1.7) 2( 1.1) 5( 2.8)
週に 2‐3回 19( 8.5) 30(13.4) 20( 8.9) 6( 2.7) 52(23.2) 18（10.2） 21(11.9) 12( 6.8) 10( 5.6) 59(33.3)
週に1回くらい 36(16.1) 77(34.4) 31(13.8) 68(30.4) 125(55.8) 32（18.1） 66(37.3) 35(19.8) 60(33.9) 90(50.8)
ほとんど行わない 153(68.3) 98(43.8) 168(75.0) 146(65.2) 36(16.1) 115(65.0） 69(39.0) 124(70.1) 100(56.5) 15( 8.5)































































本研究の出産育児の会話の信頼度係数 Cronbach’s α 係
数は，妻 .77，夫 .80 であり，共同行動の信頼度係数


























49 名(27.7％），「30 分くらい」24 名（13.6％），「ほとんどなし」
5名（2.8％），不明2 名（1.1％）であった．
妊娠末期の「夫婦関係」の実態と関連要因の検討
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相　　　関　　　係　　　数









5．共同行動 .284 .254 .281 .174
6．出産育児の会話 .341* .400* .346* .150 .349*
7．会話時間 .251 .363* .316* .086 .365* .416*
8．妻からみた夫の家事 .260 .222 .136 .086 .247 .257 .130
Spearman の順位相関係数　　　＊ rs ≧.300
表 8 夫婦関係の構成要因間の関連（妻）　　
相　　関　　係　　数









5．共同行動 .145 .216 .226 .104
6．出産育児の会話 .332* .346* .217 .248 .240
7．会話時間 .277 .217 .348* .121 .384* .318*
8．夫の家事 .063 .041 .045 .058 .250 .283 .080























































































































































































妊娠前の結婚 4.2±.7* 3.2±.7* 3.8±.9* 4.1±.8 3.5±1.1* 3.4±.6 3.3±.9 1.7±.5
妊娠後の結婚 4.7±.8 3.5±.6 4.2±.6 4.2±.9 3.9± .9 3.3±.7 3.4±.7 1.7±.5
妊娠の希望
あり・どちらでもよい 4.5±.6 3.4±.6 4.2±.7 4.2±.8 3.8±.9 3.3±.7 3.4±.8 1.7±.5
  なし 4.3± 6 3.4±1.0 3.9±.6 3.7±1.4 3.2±1.1 3.4±.7 3.3±.8 1.8±.7
体調の変化や心配
  あり 4.5±.7 3.4±.6 4.1±.2* 4.2±.8 3.8±.9 3.3±.7 3.5±.8* 1.7±.5
　なし 4.6±.6 3.5±.6 4.5±.9 4.3±.9 3.7±.9 3.4±.6 3.6±.7 1.5±.4
　・「情緒的関係」は「情緒的支援（配偶者からの支援）」を、「不一致時の対処」は「満足する結論」を変数として使用













妊娠前の結婚 4.7±.5 3.2±.8  3.8±1.1 3.9±1.2 3.8±1.2 3.6±.5 3.4±.8 2.0±.8
妊娠後の結婚 4.8±.4 3.5±.6 4.2±.6 4.2± .9 4.1±.9 3.4±.7 3.3±1.0 1.7±.5
妊娠の希望
  あり・どちらでもよい  4.8±.4*  3.5±.5* 4.2±.7 1.2±.9 4.0±.9 3.5±.7 3.4±.8 1.8±.6
  なし 4.1±.9  2.6±1.1  3.1±1.6 4.4±.9  3.7± 2.0 3.1±.9 2.6±1.5 2.0±.6
体調の変化や心配
  あり 4.8±.5 3.5±.6 4.3±.6 4.3±.9 4.0±.8 3.6±.6 3.5±.8 1.8±.5
  なし 4.8±.5 3.5±.6 4.2±.8  4.1±1.0  4.0±1.0 3.4±.7 3.4±.8 1.8±.6
　・「情緒的関係」は「情緒的支援（配偶者からの支援）」を、「不一致時の対処」は「満足する結論」を変数として使用
Mann-Whitney 検定  *:p<0.05
妊娠末期の「夫婦関係」の実態と関連要因の検討
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